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令和 3 年 11 月に、市制施行 100 周年を迎えた宇部市は、令和 4 年度から『第 5 次総合

計画 前期実行計画』をスタートさせます。計画では、本市の将来都市像「ひとが輝き 交流

ひろがる わたしたちの宇部」をまちづくりの基本理念として 5 つの基本目標を定め、社会変

化に対応した計画的なまちづくりを進めていくこととしています。 

このような中、これまで、教育行政の方向性を示してきた『第 1 期宇部市教育振興基本計

画』も、策定から約 10 年が経過し、ＩＣＴ技術の革新やグローバル化の進展、家庭・地域の

抱える教育の諸課題の解決、新型コロナウイルス感染症への対応など、著しい社会変化と

様々な課題に対処した、新たな教育の方向性を示すことが必要となりました。 

そこで、このたび、令和 4 年度から 5 か年を計画期間とする『第 2 期教育振興基本計画』

を策定するとともに、本市の新たな教育大綱に位置付けました。 

第 2 期計画では、変化の激しい社会を生き抜くために、自分のありたい姿を自ら探し、切

磋琢磨する中で、夢・希望の実現に繋がる力を身に付けていくことが必要であり、また、誰も

が宇部を愛してほしいとの願いを込め、「「自立」と「共存同栄」宇部を愛し、未来を拓くひと

づくり」を基本理念としています。 

この基本理念のもと、4 つの基本目標、子どもたちの夢・希望の実現、共生社会の実現、

生涯にわたる教育、安心・安全な教育環境を掲げ、11 の重点的取組と 62 の個別施策を展

開していくこととしています。 

計画実現にあたっては、市・教育関係者だけなく、地域、家庭など様々な主体の方々と

の連携・協力が重要であり、今後は、第 2 期宇部市教育振興基本計画に示す教育の方向

性を市民と共有し、共創により、本市の教育の一層の充実・発展を図ってまいります。 

結びに、計画策定にあたり貴重な御意見、御提言をいただきましたお一人お一人を始

め、有識者や教育関係者の皆様に、心から感謝と御礼を申し上げます。 

 

宇部市長   篠 﨑 圭 二 

はじめに 



 
 
 
 
 
 
 
 
教育委員会では、教育基本法に基づき、平成 25 年（2013 年）7 月に宇部市教

育振興基本計画を策定し、「夢･絆･志 ふるさとを愛し、未来を拓く人づくり」

の基本理念のもと、その実現に向けて各種施策を推進してきました。 
 この間、教育を取り巻く環境は大きく変化し、学校教育分野においては、急速

な情報化やグローバル化に対応するための、ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣ

Ｔの活用や、新学習指導要領による「主体的・対話的で深い学び」の推進など、

また、社会教育分野においては、人生 100 年時代の到来を見据えた、生涯学習

や持続可能な社会づくりの担い手を育む教育の推進など、様々な課題への対応

が求められています。 
 さらには、新型コロナウイルス感染症など、先行き不透明な社会において、一

人ひとりが自ら課題を発見し、解決することができる「生きる力」を育むととも

に、学校や地域など多様な主体が、創意工夫し、支えあい、ともに乗り越えてい

くための資質や能力の向上を図っていく必要があります。 
このような状況の中、教育委員会では、第１期計画の取組の成果と課題を踏ま

えつつ、先に挙げた変化や課題を見据えながら、令和 4 年度(2022 年度)から 5
年間を計画期間とする、第 2 期宇部市教育振興基本計画を策定しました。 
本計画においては、「「自立」と「共存同栄」宇部を愛し、未来を拓くひとづく

り」を基本理念に掲げ、その実現に向けて 4 つの基本目標と 16 の施策の柱を体

系的にまとめ、それぞれの施策の柱ごとに具体的な取組を示しています。 
今後は、この計画に掲げた理念や具体的な施策を、教育委員会をはじめ、学校

や家庭、地域が幅広く共有し、その実現に向けて一丸となって取り組むことによ

り、本市の教育が一層発展していくことを目指します。 
結びに、本計画の策定に際し、貴重なご意見をいただきました「宇部市教育振

興基本計画検討委員会」の委員の皆様をはじめ、ご協力いただきました関係者の

皆様に心からお礼を申し上げます。 
 

宇部市教育長  野 口 政 吾 
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